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18.運動二ユーロンと同定とインパルス伝達について
本間三郎・斉藤俊弘・小林英夫・神田健郎
長谷川和雄(千大第 1生理学教室)
脊髄に存在する下腿三頭筋支配の motoneuroneは， 
2種類に区分されている。機能面より，これを分けると 
tonic及び phasic motoneuroneになり， tonic mo・ 
toneuroneは筋を伸展すると tonicdischargeを示し， 
phasic motoneurone は筋を伸展した時にのみ dis・ 
chargeを示す。 また Ecclesら (1958)により tonic 
motoneuroneは positive afterpotentialの持続期間
が長く， phasic motoneuroneではこれが短いことが明
らかにされている。これらのことがらと形態面とを関連
づけてみると， tonic motoneurone は小さく従って 
small α・motoneuroneとよばれ， phasic motoneurone 
は大きく従って large 酢 motoneurone といわれて来
た。
本研究は従来，機能面から類推して概念的に smallと
よばれ，あるいは largeとよばれてきた motoneurone
を染色法によりその形態を実際に確めること及びそれら
の motoneuroneが前角のいかなる部位に集中している
かを調べる目的で行った。さらにもう一つの研究目的は 
motoneuroneのなかに EPSP がよく summate し，
その白ring効果をぼす motoneuroneと，そうでない 
motoneurone が注目されているので EPSP の tem-
poral summationによる firingの仕方と motoneurone
の大きさとの関係をしらべることであった。 
1.5kg前後のネコを用いウレタン・クロラローゼ麻酔
を行った。 1M酢酸カリに FastGreenを飽和させた液
を満たしたガラス微小電極を L7の高さで 450 の角度か
ら刺入した。 3発刺激による motoneuroneの活動電位
などを記録した後，直ちに電極を負にし 3~匂A の電流
を 3~4 分通電した。実験終了後標本を作製した。
こうして得た positi ve after poten tial と motone-
uroneの大きさとの聞には一定の関係があるように思わ
れる。すなわち positive afterpotentralの短いものは
大きく，長いものは小さいということがいえる。目下こ
れらについて EPSPとその summationについて研究
を進めている。例えば smallα-motoneuroneにおいて
よく summationがみられる結果をえている。
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質問村山(千葉大，薬理): Fast Greenについての知
識はないが，そた以外の色素でも用いられますか。
答 V.J. Wilson らによれば FastGreenまたは 
methylen blue を用いた場合が最もよい染色結果を
得たということなのでわれわれは FastGreenを用い
た。われわれ独自でどの染色液が最もよいかという検
討はしてない。 
19.電気麻酔電流の末梢神経伝導に対する影響

高野光司(千大第 I生理学教室)

玉置哲也，鈴木英弘， R.H.スミス
(カリフォ Jレニア大，サンフランシスコ
メデイカルセンター，麻酔科)
視床を目標として交流電流(0.7~25 kHz，正弦波また
は直角波)を脳に与えると動物において薬物を全く使用
しないで麻酔効果を得て，手術が可能であるが，これに
関する生理学的研究はほとんどなく，その作用機序は不
明である。
ネコ下肢神経幹中央部に上記の麻酔電流を与えると，
末柏、の電気刺激により生じた上向性インパルスは遮断さ
れて，前根において治動電位は得られなくなる。中等度
の強度の通流によりアルフアー運動神経線維の伝導のみ
を遮断し，ガンマー運動神経線維の伝導を確保すること
ができる。一般に麻酔電流に対して太い神経線維ほど影
響が強い。これはカエルの下肢神経についても同じこと
がいえる。
脳に通流して麻酔をおこなうとき，ある一定の麻酔電
流下において， 時間経過とともに麻酔効果が減少する 
(fading)。一般に麻酔電流が強いとき fadingに達する
までの時間は長いが，同じことが末梢神経インパルス遮
断についても観察された。
一定電圧で通流する場合には，比較的低周波 (0.7，.3 
kHz) では麻酔効果は周波数が小さい程効果が大きい。
すなわち麻酔効果を得るに必要な最小電圧は周波数の対
数に比例する。高周波においてはこの関係にみられず，
一定以上の電圧に対して同じインパルス遮断効果があ
る。
質問植村(千葉大， 2外):有髄と無髄線維の聞の差異
は，無髄線維がより悲疾の伝達に関係すると思われる
